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平成３０年度 小笠原村立小笠原中学校 評価報告書 

 

 標記の件について、下記のとおり報告します。 

 

記 

 

１ 本校の教育目標 

［教育目標］ 

◯よく学び、考え、行動する人 

◯やさしくたくましい人 

◯社会の一員として貢献できる人 

［学校経営方針における教育活動の目標］ 

 ◯最重要課題 学力向上（授業力向上） 

Key word: Breakthrough（難関や壁の突破、行き詰まりからの進展） 

 ・学ぶ意欲の喚起  ・学習習慣の確立  ・自分の学びに自信を 

２ 学校関係者評価の概要 

【保護者】（小笠原村立小笠原中学校 保護者アンケート集計結果 参照） 

［実施状況］ 

○平成３０年１２月に実施した。４７名、回収率９２．１％ 

○２１項目で実施。経年比較ができるよう、アンケート内容は例年と同じとした。 

○方法は生徒を通じて配布し封筒を使用して回収した。 

○学校便り１月号に一部掲載。３月保護者会および学校ホームページで公開する。 

[保護者アンケート集計概要] 

○肯定 ８０％以上  １５項目 

    ８０％未満   ５項目 

○肯定が最も高い項目 

設問 １  学校だよりや保護者会等を通じて、学校や学級の方針をわかりやすく伝えている。（肯定１００％） 

○肯定が最も低い項目 

設問２０   学校ホームページを活用している（見たことがある）。（肯定３７％） 

○肯定が昨年度より１０％以上上昇した項目 １３ 

 設問２１  学校Facebookを活用している（見たことがある）（＋１６％） 

設問 ３  保護者会（４・１０・３月）や面談（４・１２月）等、保護者の方に来校していただく機会は、適

切な時期・内容で設定されている。（＋１５％） 

設問１２  全教員で道徳授業に取り組むことで、生徒の道徳性が高まっている。（＋１５％） 

設問 ６  学習指導全般において、基礎・基本の定着に努めている。（＋１３％） 

設問１３  授業の中で、情報教育（情報モラル教育・操作指導・情報の取捨選択等）を進めている。（＋１３％） 

設問１４  日頃から日常生活のマナーや社会のルールについての指導が行われている。（＋１３％） 

設問１６  生活指導上の諸問題（いじめ等を含む）に対して適切な指導が行われている。（＋１３％） 

設問 １  学校だよりや保護者会等を通じて、学校や学級の方針をわかりやすく伝えている。（＋１１％） 

 設問 ４  教員は教科指導や生活指導等、教育活動全般に熱心に取り組んでいる。（＋１１％） 



 設問 ５  教員は、生徒が授業内容を理解できるよう、指導方法や教材研究等、授業改善に取り組んでいる。 

（＋１１％） 

 設問 ９  生徒の学習状況や成果（評価）を、通知表やアドバイスカード等を通し、適切に伝えている。 

（＋１１％） 

  設問１５  防災や防犯、交通安全などの安全指導が、避難訓練などを通じて適切に行われている。（＋１１％） 

 設問２０  学校ホームページを活用している（見たことがある）。（＋１１％） 

○肯定が昨年度より低下した項目  ０ 

○肯定が昨年度より上昇した項目  １９ 

［分析］ 

○アンケート回収率は昨年度の回収率より５．１％上昇した。 

○【学校運営・経営方針】の全ての項目で肯定が９８％以上という高い評価になった。 

○【学校生活全般】の全ての項目で肯定が８０％以上という良い評価になった。 

○ホームページや Facebook などモバイル端末を活用とした情報発信について昨年度よりは肯定の値が上昇したも

のの評価は低い。 

［次年度に向けて］ 

○【授業・学習】の項目で肯定の値が上昇したとはいえ、全ての項目が８０％を超えているわけではない。６０％

を割った項目もある。研究授業を行い教員の授業力を向上させるとともに、特別な教科である道徳科や情報教育

を推進する。 

○ホームページやFacebook からの配信について工夫改善するとともに、広報活動をさらに充実させていく。 

 

【生徒】（小笠原村立小笠原中学校 授業アンケート集計結果 参照） 

［実施状況］ 

○年 2 回６月に全ての教科で１１項目、１１月に５教科１０項目４教科１１項目の授業アンケートを全校生徒に実

施した。 

○授業のねらいを踏まえ生徒の実態から授業改善の成果を上げるために授業アンケートの項目の見直しを行った。 

○１学期で肯定の値が高い項目 

設問6（共通）授業で使う道具やワークシートなどの教材は効果的でしたか。（９８．５％） 

設問5（共通）授業で先生の「声の大きさ」や「説明」はちょうど良く分かりやすいと思いましたか。（９８．２％） 

設問10（5教科）授業で先生の「板書」は見やすいと思いましたか。（９８．２％） 

○２学期で肯定の値が高い項目 

 設問10（5教科）授業で先生の「板書」は見やすいと思いましたか。（９８．９％） 

設問6（共通）授業で使う道具やワークシートなどの教材は効果的でしたか。（９８．７％） 

設問5（共通）授業で先生の「声の大きさ」や「説明」はちょうど良く分かりやすいと思いましたか。（９８．５％） 

○１学期で肯定の値が低い項目 

 設問9（5教科）定期考査に向けた学習に取り組んだ。（８１．２％） 

 設問9（4教科）定期考査に向けた学習に取り組んだ。（８４．５％） 

  設問7（5教科）「宿題」や「提出物」を期限内にきちんと提出している。（８６．７％） 

○２学期で肯定の値が低い項目 

 設問9（5教科）定期考査に向けた学習に取り組んだ。（８６．２％） 

 設問7（5教科）「宿題」や「提出物」を期限内にきちんと提出している。（９０．５％） 

設問9（4教科）定期考査に向けた学習に取り組んだ。（９１．６％） 

○1学期から２学期で肯定の値が上がった項目数 

 １４項目 

○1学期から２学期で肯定の値が下がった項目数 

 ０項目 

［分析］ 

○1 学期と２学期の結果を比較すると肯定の値が上がった項目が９３．３％であり、２学期は全ての項目で肯定の

値が８５％以上となった。 

○肯定の高い項目は１学期、２学期ともに同じである。教員の指導技術、教材開発に係わる項目であった。 

○肯定の低い項目は１学期、２学期ともに同じである。また、この項目は家庭での学習に係わる項目であった。 

［次年度に向けて］ 

○目的意識を明確にし、生徒の関心・意欲が高められるよう、生徒の実態を踏まえた授業改善を推進する。 

○生徒の学習意欲を高め、生徒の家庭での学習習慣を確立する。 



３ 本年度の取組内容及び自己評価 

 

＊上記のことを踏まえて、次年度の学校経営方針及び教育課程を作成いたします。 

 
本年度の 

重点目標 
具体的な取組内容 取組内容の自己評価 

取
組
み
① 

学習習慣の確立 

  

個々の学習習慣を

確立するために進路

学習部を中心に組織

的に取り組む。進路学

習だよりの定期的な

発行により啓発を図

る。 

 

○生徒各自の学習関係の資料を一つ

にまとめ、自分での振り返りや面談等

の充実を図る。 

○考査前を中心とした学習会（補充教

室）の実施 

○進路通信の定期的な発行を中心と

した本人及び保護者への意識啓発 

○家庭学習ノートの提出を促し、学年

便り等で成果を認める。 

  

各教科からのアドバイスカードの工夫

改善を図り、個別面談等で活用したこと

で、個々の学習目標を具体化することへの

一助になった。 

キャリア教育等と併せ、生徒に目的意識

を持たせる取組みができた。 

家庭学習ノートの活用で学習習慣を確

立した生徒が増え、習慣化されている生徒

も多くなった。 

取
組
み
② 

道徳教育とキャリア

教育の推進 

 

学ぶための動機づ

けや学習習慣の確立、

困難なことに立ち向

かうための基盤とし

て、道徳教育とキャリ

ア教育をとらえなお

し、全教育活動を通し

て展開する。 

 

○道徳教育 

・システムとしてはこれまでのものを

継続 

○キャリア教育 

・３年間を見通したキャリア教育の 

構築 

・修学旅行において、上級学校訪問 

に加え、「企業」訪問を実施する。 

 

○道徳教育 

 毎回の授業において各学年で検討し指

導案を作成した授業後は参観者から授業

者へ助言を行い授業改善に努めた。狙いと

する価値に近づいている。 

○キャリア教育 

 職場体験や職業についての講話など地

域との連携により充実した内容になった。 

 今年度は企業訪問を実施した。生徒にと

って自分の生き方を考える契機となった。 

 

取
組
み
③ 

人権教育の推進 

  

生徒の人格を尊重

する趣旨から呼び捨

てにせず敬称を付け

て呼ぶとともに教

員・生徒の言語環境整

えていく。併せて校訓

の趣旨を徹底する。 

 

○生徒に敬称をつけて呼ぶなど、平素

の教員・生徒の言語環境を見直す。 

○いじめ、体罰等の教育課題に積極的

に取り組むために、ふれあい月間など

を機会としアンケート調査の実施を

する。 

◯教員の資質向上を図るための研修

会の充実・生活指導部を中心とした組

織的な対応をする。 

  

教員が生徒との関わりを多く持つこと

ができた。この中で敬語や丁寧語の習慣が

昨年度より確立した。言語環境を整える取

り組むことができた。また、生徒からのア

ンケート結果や日頃の生活をいじめ対策

学校サポート協議会で報告した。関係機

関、地域からの助言をいただくことができ

た。生徒への適切な指導ができた。 

 また、人権教育に関しては、集団生活を

向上させる基盤と考え、道徳と併せ指導を

行うことができた。 

 

取
組
み
④ 

ＯＪＴ体制の確立と

充実 

  

若手教員育成と教

育活動継続性が急務

である。危機感をもっ

て取り組む。 

 

○若手教員育成研修体制を整え教員

育成を図るとともに、若手教員だけで

なく主任教諭を中心にＯＪＴ体制を、

確立し回議を徹底させる。 

◯全教員が年１回以上の研究授業を

実施する。 

○内地での夏季研修等への積極的な

参加する。 

 

  

教員の資質向上は、次年度も実態に合っ

たＯＪＴを構築し、危機感を持って行って

いく必要がある。 

研究授業を行い、その協議会では授業力

の６要素を明確にし、協議を行った。また、

学習評価や特別支援の視点等、多面的な改

善に努め、日頃の授業等、学習活動で生か

すことができた。 


